
  

 『 日に新たに 』 

  令和８年度　校長室便り   
  （　８月１８日）（第１０号） 
 

 　８月１日（土）垂水市市民館大ホールで実施された
垂水史談会主催の「戦争体験を聴く会」に参加しまし
た。大隅史談会の小手川さんの垂水大空襲の解説、垂
水中央中の石堂さんの「戦争体験談」の朗読、そして
会のメインは、垂水大空襲を体験された川畑弘見さん
の講話でした。 
　1945年８月５日、当時中学生だった川畑さんが知
覧の学徒動員から垂水に帰ってきた数日後、午前中水
田の草取りを終えて昼ご飯を食べ始めようとした矢先
に、沖縄からやってきたB25の戦隊が焼夷弾を落とし
始め、逃げ惑う人を機銃掃射で狙い撃ちした等、生々
しい体験談でした。市街地の８割以上を消失し、死者
91人、負傷者62人、全焼家屋1,966棟という被害と
なり、地方の小都市としては類を見ない大規模な空襲
だったようです。「当時国民は戦況を全く知らなかった。
戦争は何であるのか、政治家は平気で戦争をする。平
和になるためにはどうすればよいのか一緒に考えまし
ょう」という川畑さんの言葉が印象に残りました。

語り継ぐ平和への思い

「サマーボランティア」 
  ８月３日（月）子育て支援セン
ターで行われた「夏祭り」のボラ
ンティアとして、３年生の隈元さ
んと森田さんが参加してくれまし
た。垂水市内の認定こども園や保
育園、一般のご家庭から60名を超
える子どもさんの参加があり、縁
日のような賑わいでした。２人は、
支援係の方々の手作りの金魚すく
いや輪投げ、スイカ割り等で遊ぶ

子どもたちのサポートをしていました。館内の放送
で「垂高生は普段からボランティアで絵本の読み聞
かせもしてくれるんですよ」という紹介を聞いて、
大変誇らしく感じました。 
　冬はクリスマスのイベントもあるそうです。都合
のつく人はぜひ参加してみてください。 

「子どもエプロン制作」 
　８月４日（火）「家庭クラブ活動」
の一環として、子育て支援センタ
ーにて、10名の家庭クラブ員が子
育て中の市民のために「子どもエ
プロン制作」を実施しました。使
用する布は子育て支援センターか
ら提供されたため、製作に費用は
かからないこともあり、当日は10
名の方が参加されていました。 
　２階では先生方や生徒のサポー

トのもと、参加された方々がエプロン製作に取り組
む一方で、１階では生徒が子どもさんのお世話をし
ていました。最近では安さのせいか買うことが優先
され、ミシンを使う機会も少なくなってきているそ
うです。「初めてミシンに触ります」という方もいら
して、楽しそうにミシンを動かしていました。生徒
にとっても、日頃の学習の成果を必要な方に提供で
きる良い機会となりました。

「垂水市英検説明会」 
  ７月30日（木）18時より
垂水市市民館で行われた小学
生向けの「垂水市英検説明会」
の中で、３年生の北迫さんが
「英検を受験した先輩」とし
て体験談を語りました。 
　自分でスライドを準備して、

小学生の親子３組の前で、英検への取り組み方やお
薦めの教材・YouTube番組、ベトナムを訪問した
際に撮った写真を使って英語を学ぶ楽しさや意義に
ついて語ってくれました。「先輩みたいになれたら
いいな」と小学生もきっと感じてくれたことでしょ
う。北迫さんは、８月６日（木）「第１回英検学習
会」にも参加してくれる予定です。 

「救急法講習会」 
　７月27日（月）垂水市消防
本部から５名の隊員を講師に
お招きし、１年生対象の「救
急法講習会」を実施しました。
隊員の方から心肺蘇生法につ
いて講話をしていただき、５
班に分かれて実技（救命入門
コース）にチャレンジしまし
た。講話の中で、垂水市の猿
ヶ城渓谷に遊びに来ていた高
校生が溺れて亡くなったとい
う事例を聞き、体育館の暑い
中ではありましたが、生徒は

それぞれ真剣に取り組んでいました。　 
　もしものことが生じた時に、救急隊員に引き継ぐ
までの間、勇気を持って自分にできることを実行し
ましょうね。命を守るための有意義な研修を受ける
ことができました。 

「中学生１日体験入学」 
　７月29日（水）「令和８年度
中学生１日体験入学」が実施さ
れ、中学生42名・保護者39名
が参加してくれました。開校式
では、普通科の説明を２年生の
山下さんが、生活デザイン科の
説明は２年生の中原さんが自分
の体験談を交えてプレゼンして
くれました。新旧生徒会のメン
バーも校舎案内等で活躍してく
れました。 
　その後、国語・地歴公民・理
科・商業・生活デザイン科（食
物・被服）の中から２つの授業
（40分）を体験してもらいまし
た。本校生も手伝いながら、液
体窒素を使って物を凍らせる実
験や自分の好きな本のポップ作
成、食物調理技術検定体験等、
普段の授業では受けられない内
容を楽しんでいる様子でした。
授業後のアンケート結果を見る

と、理科の実験に対するコメントが多かったようで
す。 
　中学生の皆さん、垂水高校は「生徒一人ひとりを
大切にしてその可能性を伸ばす」ことを目標に、ワ
クワクして充実した高校生活を提供します。来年の
４月お会いできることを楽しみにしています。 


